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参加選手としての心得 
 

大会に参加する場合、必ず決まったルールの下で競技を行います。ルールの適用はアービター（審判）によって

行われます。大会に参加した場合、以下の点について同意したものとみなします。以下の点について、必ず確認

を行い留意して大会に参加してください。 

 

・アービターはもちろん、参加者（選手、コーチ、保護者など）について互いに尊敬し合うこと 

・競技を愛し楽しみながらフェアプレー精神を持ち全力でプレーすること 

・競技ルールは事前に確認をしておくこと 

・大会中のアービターや主催の判定・判断には必ず従うこと 

・不正行為や参加者への身体的な暴力、言葉の暴力などを行わないこと 

・不正行為や参加者への身体的な暴力、言葉の暴力などが悪質とアービターが判断した場合、その時点で失格と

なり、場合によってはメモリースポーツ協会の判断でそれ以降の大会参加は永久に参加できなくなる 
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競技全般のルールについて 
(第 4 版 2020 年 3 月 18 日改訂)  
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10 種目公式ルールについて 

大会の公式種目は以下の 10 種目によって行なわれます。 

1. 顔と名前記憶 

2. バイナリー記憶 

3. ランダムナンバー 

4. イメージ記憶 

5. スピードナンバー 

6. 架空の年号記憶  

7. ランダムカード 

8. 単語記憶 

9. スポークンナンバー  

10. スピードカード 

 

上記の 10 種目ごとの総合得点で優勝を争います。各種目ごとにも順位付けを行います。 

 

5 種目公式ルールについて 

大会の公式種目は以下の 5 種目によって行なわれます。ルールはナショナルスタンダードに基づきます。 

1. 顔と名前記憶 

2. イメージ記憶 

3. スピードナンバー 

4. 単語記憶 

5. スピードカード 

 

上記の 5 種目ごとの総合得点で優勝を争います。各種目ごとにも順位付けを行います。 

 

10 種目で行われる大会に関しては International Assciation of Memory（以下、IAM）と日本メモリースポ

ーツ協会（JMSC）の公認大会であり、世界ランキングと国内ランキングに反映されます。 

5 種目で行われる大会に関しては、IAM の公式記録サイトには掲載されるものの参考記録として扱われます。

日本メモリースポーツ協会の国内ランキングには反映されます。 
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大会の形式 

大会には、ナショナルスタンダードとインターナショナルスタンダードと世界記憶力選手権の 3 種類

があり、形式により競技時間が異なります。主に各国レベルの国際大会（ジャパンオープン選手権や

オーストラリア選手権など）では national standardで開催され大陸レベルの大会（アジア選手権

やアラビア選手権など）では international standardで開催されることが多いです。 

名称（英語） 
ナショナル 

スタンダード 
インターナショナル 

スタンダード 
世界記憶力選手権 

顔と名前記憶 記憶：5分 

回答：15分 

記憶：15分 

回答：30分 

記憶：15分 

回答：30分 

バイナリー記憶 記憶：5分 

回答：15分 

記憶：30分 

回答：60分 

記憶：30分 

回答：60分 

ランダムナンバー 記憶：15分 

回答：30分 

記憶：30分 

回答：60分 

記憶：60分 

回答：120分 

イメージ記憶 
記憶：5分 

回答：15分 

記憶：5分 

回答：15分 

記憶：5分 

回答：15分 

スピードナンバー 記憶：5分 

回答：15分 

記憶：5分 

回答：15分 

記憶：5分 

回答：15分 

架空の年号記憶 記憶：5分 

回答：15分 

記憶：5分 

回答：15分 

記憶：5分 

回答：15分 

ランダムカード 記憶：10分 

回答：30分 

記憶：30分 

回答：60分 

記憶：60分 

回答：120分 

単語記憶 記憶：5分 

回答：15分 

記憶：15分 

回答：30分 

記憶：15分 

回答：30分 

スポークンナンバー  記憶：100秒 & 550秒 

回答：5分 & 25分 

記憶：100秒 & 300秒 & 550秒 

回答：5分 & 15分 & 25分 

記憶：200秒&300秒&550秒 

回答：10分 & 15分 & 25分 

スピードカード 
記憶：5分 

回答：5分 

記憶：5分 

回答：5分 

記憶：5分 

回答：5分 
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ポイントの算出方法 

10 種目の総合得点を算出する際には、各種目ごとに決められた関数によりポイントを算出します。ポイントの

計算方法は、世界記録（またはそれに近い値）を 1000 ポイントとし、各種目の特性によって関数が決められ

ています。各種目の得点はこちらで確認できます。(IAMオフィシャルデータベース[iam-stats] http://iam-

stats.com/scores.php) 

 

【ポイント例】 

選手名：青木健選手 大会名：オーストラリアオープン記憶力選手権 2017  

大会形式：ナショナルスタンダード  種目数：10 種目 

顔と名前 バイナリー記憶 ランダムナンバー イメージ記憶 スピードナンバー 

32 名分 330桁 324桁 204個 140桁 

架空の年号記憶 ランダムカード 単語記憶 スポークンナンバー スピードカード 

３８個 160枚 62個 44桁 52枚 / 92.5秒 

 

 

  

各種目の得点を入力します。 

種目ごとのポイントが算出され総合得点で競います。 

今回の大会では 3425 ポイントが総合得点になります。 
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各競技のルールについて  
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1. 顔と名前記憶 

この種目は、制限時間内にできるだけ多くの人の顔と名前を記憶します。1ページに 15 名分の人の顔写真と

選択した言語ごとに名前が記されております。（大会によっては 9人分の場合もあります） 

問題量は大会によって若干異なりますが、世界記録の 120％ほどの問題量が準備される予定です。顔や名前は

世界中様々な人種の顔と名前がバラバラに記載されています。 

 【問題用紙】                   【回答用紙】 

 

 

記憶時間と回答時間は大会形式により異なります。（2ページ参照） 

回答用紙には、覚えた順番とはバラバラに顔写真が並んでおり、顔写真の下に姓と名の欄が設けられているの

で、記憶した名前を記入してください。 

 

得点は、姓と名それぞれに 1 ポイントずつ与えられますので、フルネームで正解した場合は 2 ポイント、どち

らかがあっている場合は 1 ポイントになります。名前を間違えても減点はありません。しかし 2回以上同じ名

前で間違えてしまうと、1 つの間違いにつき-0.5 ポイントされますのでご注意ください。 
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2. バイナリー記憶 

この種目は、"0"と"1"の無作為に並んだ羅列を記憶します。1 行に 30個の"0"と"1"が並んでいます。制限時

間内にできる限り多くの数字を記憶します。 

記憶時間と回答時間は大会形式により異なります。（2ページ参照） 

回答用紙にも、1 行に 30個のマスがあるので、そちらに覚えた通りに回答します。 

【問題用紙】              【回答用紙】 

  

採点は、1 行ごとに採点を行います。1 行全て正解の場合は 30 ポイント。1 つの間違いで 15 ポイント。2

つ以上間違えると 0 ポイントです。最後の行は、途中まで採点の基準とします。最後の行で間違いがある場合

は、先ほどと同様の基準で途中までの点数から減点していきます。ポイントが小数になる場合は、切り上げま

す。（例：最後の行を 21個書き、全てあっていた場合は 21 ポイント、1個間違えた場合は、半分の 10.5

ポイントになりますが、切り上げて 11 ポイントになります。2個以上間違えた場合は、0 ポイントです) 

この種目に関しては、希望者には競技開始前にサンプルシートを配布しております。必要な選手は透明シート

に線を引くことが認められております。透明シートは、配布いたしませんので、必要な選手は持参してきてく

ださい。家電量販店などで購入が可能です。 
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3. ランダムナンバー 

名前の通り無作為に並んだ"0〜9"の数字を 15分間でどのくらい記憶できるかを競う競技です。1 行に 40個

の"0〜9"の数字が並んでおり、1枚に 25列、合計 1000個の数字が並んでいます。 

【問題用紙】              【回答用紙】 

  

記憶時間と回答時間は大会形式により異なります。（2ページ参照） 

回答用紙にも、1 行に 40個のマスがあるので、そちらに覚えた通りに回答します。 

採点は、1 行ごとに採点を行います。1 行全て正解の場合は 40 ポイント。1 つの間違いで 20 ポイント。2

つ以上間違えると 0 ポイントです。最後の行は、途中まで採点の基準とします。最後の行で間違いがある場合

は、先ほどと同様の基準で途中までの点数から減点していきます。ポイントが小数になる場合は、切り上げま

す。（例：最後の行を 21個書き、全てあっていた場合は 21 ポイント、1個間違えた場合は、半分の 10.5

ポイントになりますが、切り上げて 11 ポイントになります。2個以上間違えた場合は、0 ポイントです) 

この種目に関しては、希望者には競技開始前にサンプルシートを配布しております。必要な選手は透明シート

に線を引くことが認められております。透明シートは、配布いたしませんので、必要な選手は持参してきてく

ださい。家電量販店などで購入が可能です。 
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4. イメージ記憶 

1枚の紙に 1 行に 5 つの絵が書いてあり、計 10列（50個）書いてあります。1 行ごとに左から絵の順番を

記憶します。覚える時は、筆記用具などの道具の使用は禁止です。 

【問題用紙】              【回答用紙】 

   

記憶時間 5分、回答時間 15分です。回答用紙には、各行の絵がバラバラに並んでいるので、記憶した順番の

番号 1〜5 を記入します。 

5 つの順番が全て正解の場合、5 ポイント。1 つでも間違えた場合は-1 ポイントとなります。1 行全て空欄の

場合は 0 ポイントです。ただし、ポイントがマイナスになることはありません。※1〜4 つ記載があり、1 つ

だけ空欄があった場合も間違えと判定され減点の対象となります。採点は行ごとに行います。 

  

問題用紙は登録時に申請した量が配布されます。 
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5. スピードナンバー 

この種目は、"0〜9"の無作為に並んだ数字の羅列を記憶します。1 行に 40個の"0"〜9"の数字が並んでいま

す。制限時間内にできる限り多くの数字を記憶します。 

【問題用紙】                【回答用紙】 

  

記憶時間 5分、回答時間 15分です。回答用紙にも、1 行に 40個のマスがあるので、そちらに覚えた通りに

回答します。 

採点は、1 行ごとに採点を行います。1 行全て正解の場合は 40 ポイント。1 つの間違いで 20 ポイント。2

つ以上間違えると 0 ポイントです。最後の行は、途中まで採点の基準とします。最後の行で間違いがある場合

は、先ほどと同様の基準で途中までの点数から減点していきます。ポイントが小数になる場合は、切り上げま

す。（例：最後の行を 21個書き、全てあっていた場合は 21 ポイント、1個間違えた場合は、半分の 10.5

ポイントになりますが、切り上げて 11 ポイントになります。2個以上間違えた場合は、0 ポイントです) 
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本大会では 2回行い、ポイントが高かった方をポイントとします。 （例. 1回目：120個 2回目：125個だ

った場合、ポイントは 125 ポイントになります） この種目に関しては、希望者には競技開始前にサンプルシ

ートを配布しております。 必要な選手は透明シートに線を引くことが認められております。 透明シートは、

配布いたしませんので、必要な選手は持参してきてください。 家電量販店などで購入が可能です。 
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6. 架空の年号記憶  

この種目は、問題用紙に年号と出来事が記載されており、制限時間内にできる限り多くの年号と出来事を記憶

します。 

【問題用紙】                   【回答用紙】 

  

 

記憶時間 5分、回答時間 15分です。回答用紙には、記憶した順番とは別の順番で、出来事のみが記載されて

おり年号が空欄になっています。その空欄に記憶した年号を記入していきます。 

 

採点は、1 つの出来事につき採点を行います。 正解の場合は 1 ポイント。間違えた場合は、-0.5 ポイントで

す。 正解数×1 ポイント＋誤答数×(-0.5)を足したポイントが本種目のポイントとなります。 空欄について

は、0 ポイントとなります。 また、ポイントの小数部分は切り上げられます。 （例. 正解数：15個、誤答

数：5個の場合、12.5 ポイントですが、13 ポイントとなります） ただし、ポイントがマイナスになること

はありません。 （正解数：5個、誤答数：20個の場合、計算上は-10 ポイントになりますが、0 ポイントに

なります） 
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7. ランダムカード 

この種目は、10分間でできるだけ多くのトランプを記憶する競技です。選手は、ジョーカーを除いた 52枚ト

ランプを記憶できるだけ準備をします。使用するトランプは絵柄の入っているものは使用できません。

  

↑特定のイメージが描いてあるトランプは使用不可 

 

記憶時間と回答時間は大会形式により異なります。（2ページ参照） 

回答は、回答用紙に記入します。回答用紙 1枚に 2パック分のトランプを記入できます。 

【回答用紙】 

  

 

4列 52 行のマスが書かれているので覚えた順番通りに、 ♥♠♦♣の欄に数字を記入していきます。 (1〜5枚

目が、♥9, ♠1, ♠7, ♣13, ♦13 の時) 

採点は、1パックごとに採点を行います。1パック全て正解の場合は 52 ポイント。1 つの間違いで 26 ポイ

ント。2 つ以上間違えると 0 ポイントです。最後のパックは、途中まで採点の基準とします。最後の行で間違

いがある場合は、先ほどと同様の基準で途中までの点数から減点していきます。ポイントが小数になる場合
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は、切り上げます。（例：最後のパックを 21枚書き、全てあっていた場合は 21 ポイント、1個間違えた場

合は、半分の 10.5 ポイントになりますが、切り上げて 11 ポイントになります。2個以上間違えた場合は、0

ポイントです。 
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8. 単語記憶 

この種目は制限時間内にできるだけ多くの単語を記憶します。選択した言語で、1ページに 100個（20個

×5 行）並んでおります。問題量は大会によって若干異なりますが、世界記録の 120％ほどの問題量が準備さ

れる予定です。 

単語は、名詞、形容詞、副詞、動詞など様々な種類のものが並んでおり、日本語の場合、漢字・ひらがな・カ

タカナが混じって記載されています。漢字には全てふりがながふってあります。（2018 年より導入した新ルー

ルのため以下の【問題用紙】には記載がありません） 

【問題用紙】                       【回答用紙】 

 

記憶時間と回答時間は大会形式により異なります。（2ページ参照） 

回答用紙には、1ページに 100個（20個×5 行）の空欄が並んでおり、記載されていた順番通りに単語を書

いていきます。 

漢字で記載されていた単語は漢字で、ひらがなで記載されていた単語はひらがなで記載しなくてはなりませ

ん。得点は、1 行全て正解で 20 ポイント、1 つ間違いで得点は半分になり 10 ポイントです。漢字テストで

はありませんので、点のつけ忘れなど書き間違いと判断できるものについては、その単語は 0 ポイントとして

計算します。1 行に 1 つ漢字の書き間違いがあり、それ以外の単語が全て正解の場合は,19 ポイントになりま

す。しかし、単語の意味が異なる明らかな漢字の間違いの場合は、-10 ポイントとします。 

（例：「成功」を「精巧」、「脂肪」を「死亡」と書いた場合など） 

また、漢字がわからずひらがなで記載した場合は、ふりがなの通り記載した場合のみ、その単語は 0 ポイント

として計算します。漢字の書き間違えと同様の判断とします。（2018 年より導入した新ルール） 

最後の行に関しては、途中までを採点の基準とします。 

最後の行で間違いがある場合は、先ほどと同様の基準で途中までの点数から減点していきます。ポイントが小

数になる場合は、切り上げます。（例：最後の行を 7個書き、全てあっていた場合は 7 ポイント、1個間違え

た場合は、半分の 3.5 ポイントになりますが、切り上げて 4 ポイントになります。2個以上間違えた場合は、

0 ポイントです） 
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9. スポークンナンバー  

0〜9 の数字が 1秒に 1個ずつ英語で読み上げられます。 できるだけ多くの数字を記憶します。この競技は 2

回行われます。 筆記用具の使用は禁止されています。 

読み上げられる桁数と回答時間や読み上げ回数は大会形式により異なります。（2ページ参照） 

開始する時は、「Three・Two・One・A・B・C」と発音されます。 「C」の次の数字から記憶をします。 

記憶時間を終了した後、回答を行います。 途中でわからなくなった場合でも、全ての数字が読み上げられるま

で回答はできません。 

 

採点は 1桁正解するごとに 1 ポイント。間違えた時点で採点は終了となります。仮に 200桁全て記憶し、12

桁目で間違えた場合は、残りの数字全てが正解していても 11 ポイントになります。2回行い、得点が高かっ

た方のポイントが採用され、ポイントとなります。 
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10. スピードカード 

シャッフルしたジョーカーを除く 1パックのトランプ 52枚を、制限時間内に出来る限り早く正確に覚える競

技です。この競技は 2回行われます。1回で記憶用と回答用のトランプ計 2パックを使用します。2回挑戦す

る選手は 4パック分のトランプを用意してください。また、使用するトランプは絵柄の入っているものは使用

できません。 

 

↑特定のイメージが描いてあるトランプは使用不可 

 

記憶時間 5分、回答時間 5分です。 5分以内で記憶する場合は、Speed Stucks Timer を使用し、記憶にか

かった時間を計ります。 5分以内で記憶が終わった場合でも、制限時間の 5分が終了するまで回答はできませ

ん。 

  

 

回答の際は、記憶したトランプとは別のトランプを使用します。 回答に使用するトランプ順番は、選手が自由

にあらかじめ並べておくことができます。 回答時間の 5分が終了した時点で、 アービターと一緒に記憶した

トランプと回答したトランプの順番をその場で確認し、答え合わせを行います。 得点は一番初めから間違えた

ところまでがポイントになります。 （例. 30枚目で間違えた場合、ポイントは 29枚がポイントとなります） 

5分以内で記憶した場合、52枚全て正解した場合のみタイムに応じて得点が加算されます。 （例：30秒で

覚えた場合でも、30枚目で間違えた場合は、記録は 5分となり、29枚がポイントとなります）  

早く覚えれば覚えるほど、得点が 2次関数的に大きくなるので一発逆転のチャンスのある競技です。 


